
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<合 歓 のうた > 

―  おおきく おおきく おおきくなぁ～れ  ―  

「おはようございます」年中の Nちゃんは弾んだ声でご挨拶！足取りも

ルンルンルンと軽やかです。 

ウェ～ン エ～ン エ～ン門まで来ると足がすくんでママにしがみつき

たくなるんです。大粒の涙、高らかな泣き声と共にたくましく健気な

一歩を踏み出した A 君です。 

M ちゃん U ちゃんは仲良し姉妹。張り切り U ちゃんは、門をくぐると

ビュ～ンと園舎へまっしぐら！！お姉ちゃんが声を掛けつつ後を追う

と、振り向きざまに「大好きだョ～」とニコニコ笑顔のラブコールでした。 

「行ってきま～す」ハッと気づいて足先を軌道修正。年長スロープへ

目線を転じるとフゥ～と深呼吸。誇らしい、５歳児、最上級生です。 

重い連絡袋をしっかり握りしめて一歩又一歩の年少さん。でもチョッピリ

フラフラです。〝自分のお荷物自分で持てるョだって…幼稚園のお兄さん

になったんだもん。お姉さんになったんだもん〟小さな背中がたのもしく

大きく見えたことでした。 

園庭沿いの欅並木は例年よりも早く新緑になり、砂場の藤棚は満開！！

白雪姫と七人の小人のバックはモッコウバラで優しいクリーム色と

なりました。花壇の草花、花みずきも子ども達のあそび声に響き合って

唄い止まない松中の春。 

泣いて  笑って  怒って  伸びろ 

あの子も  この子も  大きくなぁ～れ！！ 


